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例　　口

1本書は角田毅による平成24年度宅地造成工事に伴う周防畑遺跡群通常遺跡Ⅱの発掘調査報告書で

ある。

2　事業主体者　角田　毅

3　調査主体者　佐久市中込3056　佐久市教育委員会　教育長　土屋　盛夫

4　遺跡名及び発掘調査所在地

周防畑遺跡群　通常遺跡Ⅱ　佐久市長土呂字通常1246-1・3、 1252-1・2

5　調査担当者　上原　学

6　本書の編集・執筆は上原が行った。

7　本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡　　例

1　遺構の略称は以下のとおりである。

H-竪穴住居址　　　Ta-竪穴状遺構　　　D-土坑　　　P-ピット

2　スクリーントーンの表示は以下のとおりである。

遺構
地山断面

遺物
黒色処理

[ ‾ 1‾‾‾惑溺

須恵器断面臆■

3　挿図の縮尺は以下のとおりである。

遺構一竪穴住居址・竪穴状遺構・土坑・ピット　1/80

遺物一土器・石器・鉄製品1/4、古銭1/1

4　遺物の写真番号と実測図番号は一致する。

5　遺構の標高は、水糸高を標高とした。

6　調査グリッドは4×4mである。

7　遺物表中の[]は推定値、 〈〉　は残存値を表す。
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第I章

第1節　発掘調査の経緯

周防畑遺跡群は佐久市北部に位置し、佐久
地域特有の浅間山の麓から放射状に延びる浸

食谷に挟まれた田切地形の、南北方向に細長
い台地上に展開する縄文時代から中世に至る

複合遺跡である。開発地域は遺跡群南の南西

方向に傾斜する標高709m内外を測る台地上

に位置する。周辺は、以前から遺跡の密集する

地域として周知されており、近年では高速道

路建設、区画整理事業、学校建設といった大規

模調査によって弥生時代から平安時代を中心
とする多くの遺構・遺物が発見されている。

今回、角田毅による宅地造成工事が行われ
ることとなり、平成25年1月に進入道路部分

の試掘調査を実施した。その結果、竪穴住居

址・土抗等の遺構が発見された。これにより、

開発主体者側と協議を重ね、進入道路部の発
掘調査を佐久市教育委員会が主体となり実施

する運びとなった。なお、宅地面は盛土であ

ることから、今回の開発では調査対象外とし

た。

発掘調査の経緯

調査区位置図(1:50,000)
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第2節　調査日誌

現場作業

平成24年度

平成25年1月17日　埋蔵文化財試掘調査

l月18ロー　文化財保護協議　進入道路部分に所在する遺構の発掘調査を実施することとし、宅地

面については調査対象外とした。

1月31日　　埋蔵文化財委託契約

2月1日一　主体者側の重機による表土除去作業開始。機材準備・搬入。

2月4目へ2月8日　調査員による発掘調査。検出作業・遺構掘り下げ・図面作成・写真撮影・機

材撤収・整理。主体者側による基準杭設定作業。
室内整理作業
2月12ロー3月7日　遺物洗浄・注記・接合・実測・写真撮影、図面修正・写真整理、図版作成・割付本作成0

3月4日　　埋蔵文化財変更契約

3月7日　　平成24年度埋蔵文化財発掘調査業務完了。

平成25年度

4月18目　　埋蔵文化財委託契約

4月18目一　校正作業、報告書刊行、図面・遺物整理作業。

第3節　調査体制

調査受託者

佐久市教育委員会
事　務　局

平成24年度

社会教育部長
文化財課長

文化財調査係長

文化財調査係

嘱託職員

平成25年度

社会教育部長
文化財課長

文化財調査係長
文化財調査係

嘱託職員

教育長　　土屋盛夫

伊藤明弘
吉澤隆
三石宗一

須藤隆司　　小林眞寿　　羽毛田卓也　　冨沢一明　　上原学

並木節子　　神津一明　　久保浩一郎

林幸彦

矢野光宏
三石宗一

比田井清美
須藤隆司　　小林眞寿　　冨沢一明　　上原学

神津一明　　久保浩一郎

林幸彦
通常遺跡Ⅱ調査担当者　上原学

調査員　　　　　　　　赤羽篤　浅沼勝男　岩松茂年　小幡弘子　小島真　木内修一　中澤登

羽毛田利明　比田井久美子　武者幸彦　横尾敏雄　依田好行　渡辺学

第4節　発見された遺構と遺物

遺　構　竪穴住居址-1軒(古墳時代)　　竪穴状遺構-8基(中世)　　土坑-16基(中世)

ピットー99個(中世・近世?)

遺　物　土師器(杯・碗・襲)　　石器・石製品(すり石・砥石)　　須恵器(杯・嚢)

銅製品(古銭)　　古代瓦(平瓦　1片・丸瓦　1片)　　鉄製品(角釘等)

第Ⅱ章　遺跡の環境
第1節　自然環境

佐久地域は、周辺を山地台地に囲まれた盆地状を呈し、一般に佐久平と呼ばれ、北には雄大な浅間
山、南には蓼科山が存在する。束には群馬県との境を成す北開束山脈の北端が延び、西は御牧原・八
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重原といった小高い台地が広がり、蓼科山の裾野と接している。佐久地域における水系の代表は、南

方の)肥谷に源を発す千曲川で、北流しながら支流を集めつつ水量を増して佐久平に入る。その後野

沢付近から流れを北西に変え、蓼科山麓の支流を集めた片貝I旧浅間の麓に源を発す湯川関東山地
からの支流を集めた滑津川といった河川と合流し、蛇行しながら上田、長野方面に貫流する。この山

地に囲まれ、水にも恵まれた盆地状の佐久平は、地質学的に見ると大きく二分することができ、志賀

川と滑津川が合流し、さらに千曲川と川筋を一つにする東西線を境として、河川の北側段丘上と南側

では20m前後の比高差が認められる。この北部地域は北方の浅間山麓部の緩やかな台地で、浅間山の

噴出物である火砕流軽石流と降下火山灰が厚く堆積している。この堆積物は雨水による浸食に弱く、

長い年月の間に深く削り取られ、浅間山の麓から放射状に幾筋もの浸食谷(田切り)を形成している。
これに対し南部地域は千曲川の氾濫源沖積地と滑津川の谷口扇状地等で、河床礫層と沖積粘土層地

帯が主となり地下水位も高く、地盤の安定した土地である。このため南部一帯は広く水田として利用

されていた。今回調査を実施した、道常遺跡は北部地域の浸食谷(田切り)に挟まれた南北方向に細

長い台地南端付近の、標高709m内外を測る南方向に向かう緩やかな傾斜地に位置する。

第2節　周辺遺跡

縄文時代一西方の台地端部近くに位置する西近津遺跡Ⅷから縄文後期の遺構・遺物が発見されてい
る。土器は堀之内式の深鉢等で、比較的残存率の高い好資料である。また、小型の土偶、石橋も出土

している。

弥生時代一周辺には弥生時代中期後半から後期の集落が存在する○代表的な遺跡として周防畑遺跡
A・ B、大豆田遺跡I ・ Ⅱ、大豆田遺跡Ⅳ、西近津遺跡Ⅶ等を挙げることができる。近年では大規模

な調査が行われ、束に隣接する地域では、区画整理事業に伴い若宮遺跡Ⅳ、宮の前遺跡I ・ Ⅱ等の発

掘調査によって、中期後半(栗林期)から後期(箱清水期)の住居址が多数発見されている。南方で
は学校建設に伴う大豆田遺跡Ⅳの発掘調査が行われ、弥生時代後期の住居址、溝跡、土器を多量に含

む黒色の包含層などが発見されている。また、西方の西近津遺跡群内では、平成18年に県埋蔵文化財
センターによって高速道路建設に伴う西近津遺跡の発掘調査が行われ、長辺18mを測る巨大な後期の

住居址が発見され注目された。

古墳時代一古墳時代前期は弥生時代中期後半から急激に遺跡数が増加したにもかかわらず、佐久市

内における遺跡の数が激減する。集落の規模も小規模なものが多いようである。本遺跡周辺では集落
と呼べるような遺跡は今のところ確認されていをい。遺跡数が増加し始めるのはカマドが導入され

始める中期後半(5世紀後半)になってからである。この時期になると周辺地域に多くの遺跡が存在

し、北の若宮遺跡、南近津遺跡、東方の若宮遺跡Ⅳ、宮の前遺跡I ・ Ⅱ、南方の周防畑遺跡、大豆田

遺跡I ・Ⅱ、西方の西近津遺跡Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ・Ⅸ等から多くの遺構が発見されている。

奈良・平安時代一周防畑遺跡群内及び周辺の遺跡群に多くの遺跡が所在する。周防畑遺跡群内の代

表的な遺跡に周防畑遺跡、若宮遺跡、通常遺跡、南近津遺跡、宮の前遺跡I ・ Ⅱ、大豆田遺跡I ・ Ⅱ

等が認められる。西方の谷を隔てた台地上に所在する西近津遺跡群内で実施した遺跡からも多くの遺

構が発見されている。遺物については、本遺跡の周辺で、土器の表面に「大井」と墨書・刻害された
土器が多数出土しており、周防畑遺跡群周辺地域が廷書式に記された佐久市十郡の一つである「大井

郷」の比定地とする根拠の一つとなっている。しかし、周辺及び北部地域の遺跡では、数は少ないも

のの、遺物中に十郡の一つである「刑部」に関係する「刑部仁丸」 「刑部」と墨書された土器が発見

される事にも注意をはらいたい。現在、 「刑部」は佐久市南部地域に比定地が存在することから、遺

物を伴った人の移動があった可能性も考えられる。また、茂国井地区と本遺跡周辺の長土呂地区は古

代の瓦が、比較的まとまって出土する数少ない地域として以前から知られており、周防畑遺跡群内の

台地上に瓦を葺いた古代寺院等の建造物が存在していたと推測されている。

中世・近世-この時代の代表的な遺跡は城館跡であり、佐久平一帯において、平城・山城と考えら

れる地域は多数存在する。本調査区周辺では東方の濁川対岸に長土呂館跡が所在する。館を構えた人

物の断定はできていないが、佐久市志では鎌倉時代に北条氏に近い薩摩氏によって構築されたものと

考えるのが妥当であろうと記している。遺構は、ほとんど現存しをいが、東西120m、南北135m程度

の範囲の外側に濠をめぐらせ、内側に1.5m程度の土塁があったと推定されている。この他、調査区に

近接する区画内道路整備に伴い行われた通常遺跡の発掘調査では、竪穴状遺構、掘建柱建物址、木枠
が残存した井戸状の土抗も確認されている。
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第3節　基本層序

遺跡は、浅間山の麓から放射状に延びる浸食谷に挟まれた、出切り地形の細長い台地末端近くに立

地する。この付近は、現在の浅間山が形成される過程で噴出した軽石流が基盤となっており、この上
′　臆　、臆臆ふ.　「一〇「　: ′　　　　_　　○○　」　　　i

面を現在の表土が覆っている。今回調査を実施した地域の基本層序
は以下のとおりである。

工層は層厚20cm内外を測る耕作土で、しまり・粘性の少ない極暗

褐色土である。
Ⅱ層は工層からⅢ層への暗褐色潮位層である。

Ⅲ層は浅間山の噴出物である第一軽石流のロームである。遺構確

認は、 Ⅲ層上面で明確に判断できる。
基本層序模式図

第Ⅲ章　遺構と遺物
第1節　竪穴住居地(H)

Hl号住居址

遺構は7ダ)ッドに位置し、 D2・15・17及び多数のピットに切られる。規模は南北3.4m、東西3.8

m、検出面から床面までの深さは最深で10cmを測る。平面形態は方形である。床面は全体的に硬質

の貼床が存在する。壁溝及び主柱穴と断定できるピットは確認できなかった。カマドは北壁中央に構

築され、袖の一部と火床が残存していたが、部分的にピットに破壊されている。袖は粘土で構築さ

れ、西袖先端には石材が埋め込まれ、火床には径40cm、厚さ12cmの焼土が堆積していた。掘方は硬

質な貼床直下に10へ18cmの厚みでロームと褐色土の混合土が埋め込まれていた。

遺物は土師器聾、須恵器の杯・聾が出土した。全体の形状が残る遺物は無く、大半が破片資料であ

⊆77竿∴　王
、

(⊃2

708.600m

(1:80)

1暗褐色土層(10YR3/4)ロームと暗褐色土の混合土。

2　極暗褐色土層(7.5YR2/3)ローム・焼土・灰・粘土・炭化物含む。

3　明赤褐色土層(5YR5/6)焼土層(火床)。

4　にふい赤褐色土層(5YR4/4)焼土・灰・ローム含む。

5　暗赤褐色土層(5YR3/3)焼土層(カマド内壁)。

6　灰黄褐色土層(10YR4/2)粘土層(カマド袖)。

7　にふい黄褐色土層(10YR4/3)ローム・粘土粒含む。

8　にぷい赤褐色土層(2.5YR4/3)焼土多く、ローム・灰含む。

9　褐色土層(10YR4/6)ロームと褐色土の混合土。上面硬質。

10　明黄褐色土層(10YR6/6)ローム主体。

11黒褐色土層(10YR2/2)ローム粒含む。

12　黄褐色上層(10YR5/6)ローム主体。

2m

Hl号住居址遺構・遺物実測図
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る。須恵器杯片には奈良・平安時代と思われるものが含まれるが、遺構周辺は撹乱が激しく、カマド

及び床面直上では厚みのある土師器聾片が多数出土することから、須恵器片については周辺の撹乱に
ょる混入品と考え、本住居址の時期は古墳時代としたい。

番号 舒ﾘ��霻�器　形 佰ｸﾆ�6ﾒ�底径cm 舒ﾘﾘ&8萪�調　　整　　　文　　様 剿俶9�izh�YYH犬��ﾉ;YL�]��焼　成 緬�i+"��Sｸ��ﾘ���備　　考 

1 �7倡Hｮﾒ�薬 ��ｲ�- ��ｲ�外面へラケズリ　内面へラナデ 劔良 � 

言上∴∴ 舒ﾘ霻����ｹV��蓄彬 すり石 �+x+66ﾒ�帽cm 佰ｨ+66ﾒ�B纉��重量g ��i+"�備　　　考 
田‾ラ 2 剳ﾈ���bﾃsR�6.08 �97.02 俛Xｨﾉ�b�表面すり面、条痕あり　軽石製 

H l号住居址遺物観測表

第2節　竪穴状遺構(Ta)

竪穴状遺構は竪穴建物址・竪穴遺構とも呼ばれ、中世以降の遺跡から発見される代表的な遺構の一
っである。形態は方形、長方形が多く規模は2m前後から時には10mを越す大型も確認されている。

使途不明の掘り込みも多いが、基本的には建物址とされ、人々の住居、兵事の簡易住居、季節的住

居、貯蔵庫、作業場、集会場などと考えられている。

本遺跡では多数の掘り込みが確認されているが、今回は土抗と区別するために長辺が2mを越す掘

り込みを竪穴状遺構として取り扱った。

遺物は鉄製角釘・古銭・砥石・陶磁器・弥生土器・土師器・須恵器が出土している。周辺地域は弥
生から中世の複合遺跡で、弥生から平安時代の住居址も多数存在していることから、鉄釘・陶磁器等

が出土する遺構に含まれる弥生土器・土師器・須恵器については、遺構が埋まる際に混入した遺物と

考三三:二三〇両冊　　　　　　　A ⑱ T霊域外　A,

Tal号竪穴状遺構

遺構は2グリッドに位置し、 Ta5を切り、北側は調査区

域外となる。調査規模は東西2.6m、南北1.1m、検出面か

ら底面までの深さは50cmを測る。平面形態は調査範囲の状

況から方形または長方形と考えられる。底面は地山のロー
ム土となり、床状の硬質画筆は認められなかった。遺物は

須恵器・土師器片が数点出土した。時期は、主に鎌倉・室
町時代に使用された輪入関が周辺から出土するため中世と

し、土師器・須恵器については埋土時の混入と考えられる。

Ta2号竪穴状遺構

遺構は12グリッドに位置し、西及び南側の一部は調査区

域外とをる。調査規模は東西1.8m、南北2.2m、検出面か

ら底面までの深さは40cmを測る。底面に幅36cm内外、深さ

20cmの溝及び南壁際に土坑が存在し、硬質面が一部に存在

した。溝については、土層断面では、底面から20cmほど高

い位置から掘りこまれている状況を示していた。遺構が廃

棄された後に何らかの利用がされた可能性も考えられる。

また、底面に平面形態が方形のピット2個、壁際に3個が存

在した。壁際のピットが伴うピットであるかは断定できな
い。遺物は、古銭の破片、須恵器・土師器片が出土した。

時期は輪入関の出土から中世とし、須恵器・土師器片は埋
土時の混入と考えられる。

1暗褐色土層(10YR3/4)ロームと暗褐色土の混合土。

2　黒褐色土層(10YR2/3)ローム・軽石含む。

3　にぷい褐色上層(7.5YR5/4)ローム多く含む。しまりなし。

4　明黄褐色土層(10YR6/6)ロームブロック含む。

う　暗褐色土層(7.5YR3/4)ローム・軽石・炭化物含む。

真
二〕

童

墓園
①」
⊂)　)

j雪::

⊂)

I　極暗褐色土層(7.5YR2/3)耕作土。

II　黄褐色上層(10YR5/8)ローム。

III　にふい黄橙色土層(10YR7/4)ローム。

1暗褐色土層(7.5YR3/4)ローム・軽石・炭化物含む。

2　褐色上層(7.5YR4/4)ローム・軽石やや多く、炭化物含む。

3　褐色上層(7.5YR4/6)ロームと暗褐色土の混合土。

軽石・炭化物含む。

Tal号竪穴状遺構実測図

⊂二二二⊃ 1　　　6　褐色土層(7.5YR4/4)軽石・ロームブロック・炭化物含む。　　　7　にふい褐色土層(7.5YR6/3)ロームブロック含む。

Ta2号竪穴状遺構　遺構・遺物実測図
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備　　　考

3/4欠損　--一賀

Ta2号竪穴状遺構　遺物観察表

Ta3号竪穴状遺構

遺構は6ダ)ッドに位置し、南側は調査区域外となる○調査規模は東西2.5m、南北1.4m、検出から

底面までの深さは55cmを測る。平面形態は、調査状況から方形又は長方形と考えられる。底面は地

山のローム土となり、床状の硬質面等は認められなかった○東西の壁際にピットが存在した。遺物は

須恵器・土師器・陶磁器片が出土した。時期は陶磁器片の出土及び周辺遺構から輸入銭が出土してい
ることから中世とし、土師器・須恵器については理工時の混入と考えられる。

Ta3

調査区域外

I　極暗褐色土層(7.5YR2/3)耕作土。

1褐色土層(10YR4/6)軽石・ローム・

炭化物含む。しまりなし。

2　褐色上層(10YR4/4)軽石・ローム・

炭化物含む。

3　暗褐色上層(10YR3/4)軽石・ローム・

炭化物含む。

4　暗褐色土層(10YR3/4)ロームブロック含む。

しまりなし。

708.900m

O　　　(1:80)　　2m

Ta3号竪穴状遺構　遺構・遺物実測図

番号 舒ﾘ��霻�器　形 �+x+68萪�幅cln 佰ｨ+6趙�重量g ��i+"�備　　　考 

1 �59�ｹV��角釘 途纉��1.14 ��纉"�9.56 ��Hｨﾉ�b�表面錆付着 

2 �59�ｹV��角釘 迭�#��0.66 ��緜r�2.97 ��Hｨﾉ�b�表面錆付着 

Ta3号竪穴状遺構

Ta4号竪穴状遺構

遺構は1グリッドに位置し、Ta5・6を切る。規模

は東西2.4m、南北1.4m、検出面から底面までの深

さは45cmを測る。平面形態は東西方向に長い長方形

である。底面は地山のローム土となり、床状の硬質

画筆は認められなかった。時期は、周辺から輸入銭

が出土していることから中世としたい。

Ta5号竪穴状遺構

遺構は2グリッドに位置し、 Tal・4に切られ、

Ta6と切り合い関係にあるがはっきりとした新旧

関係は確認できなかった。調査規模は南北0,6

m、東西はTa6との新旧及び境界が平面・土層断

面からも断定できなかったため、不明としたい。

検出面から底面までの深さは25cmを測る。底面

は地山のローム土となり、床状の硬質画筆は認め

られなかった。時期は、周辺遺構から、輸入銭が

出土していることから中世としたい。

Ta6号竪穴状遺構

遺構は1グリッドに位置し、Ta4に切られ、 Ta5

と切り合い関係にあるがはっきりとした新旧関

係は確認できなかった。調査規模は南北1.1m、

東西は底面の段差から2.4m内外と考えられる。

検出面から底面までの深さは35cmを測る。底面は

ー7

遺物観察表

③
Ta456

調査区域外

十/十二

¥ゝ≠二二二二二一一

二二二二二 709.000m

O　　　(1:80)　　2m

I　極暗褐色土層(7.5YR2/3)耕作士。

II　黄褐色上層(10YR5/8)ローム。

1褐色土層(7.5YR4/4)ローム・軽石含む。

2　褐色土層(7.5YR4/6)ローム・軽石・炭化物含む。

3　褐色土層(10YR4/4)ローム・軽石多く含む。

4　黄褐色土層(10YR5/6)ローム主体。

5　暗褐色上層(10YR3/4)ローム・軽石・炭化物含む。

6　褐色上層(10YR4/6)ローム・ロームブロック・軽石・炭化物含む。

Ta4・5 ・6号竪穴状遺構実測図
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地山のローム土となり、床状の硬質面等は認められなかった。時期は周辺遺構から輸入銭が出土して
いることから中世としたい。

Ta7号竪穴状遺構

遺構は11gr)ッドに位置する。規模は東西2.4m.南北1.2m、検出面から底面までの深さは45cmを

測る。底面は地山のローム土となり、床状の硬質面等は認められなかった。遺物は鉄製角釘・砥石、

弥生土器・土師器・須恵器片が出土した。時期は形状及び角釘の出土、周辺から輪入関が出土してい
ることから中世とし、弥生土器・土師器・須恵器片については埋土時の混入と考えられる。

④ {,　Ta7
重
責亙

∈

墓園
∞　▼・・」

⊂⊃　)
〔、-

⊂⊃

1にふい黄褐色土層(10YR4/3)ローム・軽石やや多く含む。

2　暗褐色土層(10YR3/4)ローム・軽石多く含む。

3　にふい黄褐色土層(10YR4/3)ローム・軽石多く含む。

Ta7号竪穴状遺構　遺構・遺物実測図

番号 舒ﾘ��霻�器　形 �+x+66ﾒ�幅cm 佰ｨ+66ﾒ�重量g ��i+"�備　　　考 

1 ����ｹV��砥石 澱纉��4.1 鳴�#R�59,11 丶II)�b�砥面4 

番号 舒ﾘ��霻�器　形 �+x+66ﾒ�幅cm 佰ｨ+66ﾒ�重量g ��i+"�備　　　考 

2 �59�ｹV��角釘 禿b��S��0.98 ��繝��5.65 ��Hｨﾉ�b�表面錆付着　先端一部欠損 

3 �59�ｹV��角釘 途��"�0.8 ��縱R�3.97 ��Hｨﾉ�b�表面錆付着　くの字曲がり 

4 �59�ｹV��角釘 迭�3R�0.89 ���5.5 ��Hｨﾉ�b�表面錆付着「状に曲がり 

Ta7号竪穴状遺構　遺物観察表

Ta8号竪穴状遺構

遺構は6グリッドに位置し、東側は調査区域外となる。調査規

模は南北2.8m、東西は最大で80cm、検出面から底面までの深さ

は50cmを測る。底面は地山のローム土となり、床上の硬質面は認

められなかった。遺物は出土しなかった。時期は、遺構の形状が

周辺の陶磁器を出土する竪穴状遺構と同様であり、周辺遺構か
ら輸入銭が出土していることから、中世としたい。

第3節　土坑(D)

竪穴状遺構及びピットと区別するため、直径または1辺が30

cm以上で2mに満たない掘り込みを土抗として取り扱った。形

態は方形が多く、輪入関が出土する遺構も含まれる。

④　Dl

<i　　　　　<i

708.700m

O　　　(l:80)　　2m

1褐色土層(10YR4/6)

708.500m

O　　　(1:80)　　2m

ローム多く、軽石含む。　　1褐色土層(10YR4/4)ロームやや多く、

しまりなし。　　　　　　　　軽石含む。しまりなし。

Dll D4

Ta8号竪穴状遺構実測図

土坑実測図(1)

-8-

∈
葺き

雪

害怠
∞　▼○○

⊂⊃　)
トー

⊂〕

1暗褐色土層(10YR3/4)

ローム・軽石含む。

2　褐色土層(10YR4/6)

ロームやや多く含む。

3　褐色土層(10YR4/4)

ロームやや多く、軽

石含む。しまりなし。

708,300m

(1:80)　　　2m

園
悶
困

調
査
区
域
外



708.400m

(1:80)　　2m

1褐色上層(10YR4/4)ローム多く、

軽石・炭化物含む。

‾‾‾へ、寸≡参〇一

回

A D14　D13　D12　A

B襲
図四

708,800m

O　　　(1:80)　　2m

I　極暗褐色土層(7.5YR2/3)耕作土。

1褐色上層(10YR4/6)ロームと褐色土の混合土。

軽石含む。

2　明黄褐色土層(10YR6/6)ローム主体。

3　褐色土層(10YR4/4)ローム・軽石含む。

4　褐色土層(10YR4/6)ローム多く、軽石含む。

5　褐色土層(10YR4/6)ロームブロック・ローム

多く含む。

6　褐色土層(10YR4/4)ロームやや多く、軽石含む。

しまりなし。

モ≡±二才
1(Dll)

④　寺-D6

昭
708.400m

(l:80)　　2m
全　D9　　　D8　　　　A,

1褐色上層(10YR4/4)ロームやや多く、

軽石含む。しまりなし。

1暗褐色土層(10YR3/4)ローム・

軽石・炭化物含む。

2　暗褐色土層(7.5YR3/3)ローム・

軽石・炭化物含む。

3　褐色土層(7,5YR4/4)ローム

やや多く、軽石・炭化物含む。

4　暗褐色土層(10YR3/4)ローム・

軽石やや多く含む。

708.600m

(1:80)　　2m

1暗褐色土層(10YR3/4)

ローム・軽石含む。しまりなし。

土坑実測図(2)

一　一(二二⊃-

2(D9)

B D7　　　B’

旦　　DlO C’

蕊蕊※蕊
708.600m

O　　　(1:80)　　2m

園因
708.300m

(1:80)　　2m

1暗褐色上層(10YR3/4)

ローム・軽石・炭化物含む。

⊂二二二⊃　　⊂二二二コ3 (D7)　　⊂二二二⊃　　⊂二二二⊃ 4 (D l l)

土坑遺物実測図

番号 舒ﾘ��霻�器　形 �+x+66ﾒ�幅cm 佰ｨ+66ﾒ�調　　整　　　文　　様 劍�9�izh�YYH犬�i焼成 i良 ��i�i+"�萄�������i備考 i 

1(Dll) �*�.ﾘ.x*��杯 糞��ﾒ�[7.5] �"縒�内外面ヨコナデ　底部回転糸切り 剴#��

番号 傚H��霻�器　形 �+x+66ﾒ���B�(�"�幅cm 佰ｨ+66ﾒ�重量g 〈1,57〉 ��i+"�　　　∴ふい∵ 備　考 
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第4節　ピット(P)

土抗と区別するために、直径30cmに満たない掘り込みで、掘建柱建

物址のような規則的な配列を持たないものをピットとして取り扱った。
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1黒褐色土層(10YR2/3)ローム・軽石含む。しまりなし。

2　暗褐色土層(10YR3/3)ロームブロック含む。しまりなし。

3　黒褐色土層(10YR2/3)焼土・炭化物・粘土含む。

4　黒褐色土層(10YR2/3)しまりなし。

5　暗褐色土層(10YR3/4)しまりなし。

6　褐色土層(10YR4/4)ローム多く含む。

7　暗褐色土層(10YR3/3)ローム・軽石・炭化物含む。

8　暗褐色上層(10YR3/4)炭化物含む。しまりなし。

9　にふい黄褐色土層(10YR4/3)ローム多く含む。

10　にふい黄褐色土層(10YR4/3)ローム・軽石・ロームプロ

第5節　遺構外遺物

1 (6グリッド)
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ヅク含む。しまりなし。

11暗褐色土層(10YR3/3)ローム・軽石含む。

12　黒褐色土層(10YR2/3)ローム・軽石含む。

13　暗褐色上層(10YR3/3)ローム・軽石含む。しまりなし。

14　褐色土層(10YR4/4)ローム多く、軽石含む。

15　にふい黄褐色土層(10YR4/3)ロームブロック・軽石多く含む。しまりなし。

16　暗褐色土層(10YR3/4)ローム・軽石やや多く含む。

17　にぷい黄褐色土層(10YR4/3)ローム・軽石多く含む。

18　暗褐色土層(10YR3/4)ロームやや多く含む。しまりなし。

19　にふい黄褐色土層(10YR4/3)黒褐色土とロームの混合土。しまりなし。
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周防畑遺跡群　通常遺跡Ⅱ全景(北東から)

表土除去作業(西から)

調査風景2 (北東から)



Hl号住居址カマド(南から)

Hl号住居址掘方(南東から)

Ta2号竪穴状遺構全景(束から)

Ta4号竪穴状遺構全景(南西から)

Hl号住居址カマド掘方(南から)

Tal号竪穴状遺構全景(束から)

Ta3号竪穴状遺構全景(北西から)

Ta5号竪穴状遺構全景(束から)



Ta6号竪穴状遺構全景(束から)

Ta8号竪穴状遺構全景(西から)

D2号土坑全景(西から)

D5号土坑全景(束から)

l

潤O鯉

Ta7号竪穴状遺構全景(北から)

D4号土坑全景(北から)

D6号土坑全景(西から)



D7号土坑全景(南から)

:二∴∴∴:よ¥ 、
D9号土坑全景(南西から)

D12・13・14号土坑全景(北東から)

D16号土坑全景(北東から)

Dll号土坑全景(西から)

D17号土坑全景(西から)
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副　書　名 辻�
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シリーズ番号 ��c#�8��
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編集機関 俚(ｷh�8ｻ8支効醜檠[h嶌ﾞ�擺�

所　在　地 �+ynﾈﾊxﾛ(ｷh�8躪椒S鉄8��DX+T�#crﾓcふs3#���d��#crﾓc��Ss3#2�
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ふりがな 所収遺跡名 �-8.�*ｨ,���ﾝﾙ&���5(�ｸ6��冉ｸ債�東経 價ﾘﾄ�ｯｨｭB�発掘面積壷 價ﾘﾄ�ﾋH獣�

市町村 �)�YMHﾘb�

すぼうばた いせきぐん どうじょう いせきに �+8*ﾘ+R�,�*ｨ,h.ｲ�*�+B�,x*H+h.X*B��#�#�r�7 �3c��h�cS��ﾈ�b�1380　27′　36〃 �#��3��3��#��3�#���120.26 ���&��)�ﾂ�ﾔ磯b�

周防畑遺跡群 通常遺跡Ⅱ 俚(ｷh�2�+y7刋2�鬩;��ﾒ��#Cbﾓ��S2��#S"ﾓ��S"�

所収遺跡名 偃ﾙ¥｢�主な時代 剋蛯ﾈ遺構 剋蛯ﾈ遣物 剴ﾁ記事項 

周防畑遺跡群 偖yx��古墳時代 剪G穴住居址1(古墳)、 竪穴状遺構8(中世)、 剴y師器、石器・石製品、鉄製品 (角釘)、銅製品(古銭)、古 代瓦(丸瓦・平瓦)、須恵器 剏ﾃ墳時代一中近世の遺構・ 

道常遺跡Ⅱ 剪�｢ 剴y坑16(中世)、 ピット99(中世・近世?) 劔遣物が発見された。 

要　約 俚(ｷi&闔i<�tﾈ,ﾈ���8ｭH�)�*�.y_ｨ��8,�H-�.���畠�Y9�,ﾉ�ｩ��,�.h,�,Hﾆ��ﾈ+8.ｨ+ﾙ69��.�&霹�,h�+x.俤y+x*)�B�

地末端付近に展開する遺跡である。周辺では区画整理・道路改良・学校建設等に伴う発掘調査によって、弥生時 

代から中世までの遺構・遺物が多数発見されている。また、周辺地域は、以前から古代瓦が出土する地域として 
周知され、平・丸瓦に加え、川原寺式の軒丸瓦が数点出土している。 

今回の調査対象地からは、古墳時代の住居址1軒、中近世と考えられる竪穴状遺構・土坑・ピ、ノトが発見され、 
特徴的な遺物として、検出段階に古代瓦2片が出土した。 
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